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平
成
二
十
七
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

無
防
備
な

　

心
に
火
災
が

　
　
　
　

か
く
れ
ん
ぼ

危
険
箇
所
の
周
知
徹
底
、
防
災
学
習
館
を

活
用
し
た
防
災
教
育
の
強
化
な
ど
、
総
合

的
な
防
災
対
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
、
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
す

方
々
に
は
、
今
後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
消
防
組
織
の
更
な

る
発
展
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
と

も
に
、
地
域
の
安
全
安
心
の
確
保
に
向

け
、
な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
皆
様
に
は
、
火
災
を
は
じ
め
災

害
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

受
章
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
支
え
て

こ
ら
れ
た
ご
家
族
や
関
係
者
の
方
々
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

災
害
か
ら
住
民
を
守
り
、
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
の
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
住
民
・
地

域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
消
防
・
防
災

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や

最
近
の
大
規
模
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
等

を
踏
ま
え
、
災
害
に
強
い
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
し
て
、
昨
年
三
月
に
「
秋
田
県

地
域
防
災
計
画
」
を
全
面
的
に
見
直
し
ま

し
た
。
現
在
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
地
震
・
津
波
対
策
の
抜
本
的
強

化
や
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
、
土
砂
災
害
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六
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秋
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平
成
二
六
年
度
秋
田
県
消
防
功
労

者
表
彰
式
は
秋
田
県
及
び
公
益
財
団

法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
共
催
に
よ

り
、
三
月
一
七
日（
火
）午
後
一
時
半

か
ら
、
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
（
秋
田

市
山
王
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
受
章
者
な
ど
一
五
〇
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
最
初
に
堀
井
啓
一
秋
田

県
副
知
事
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
消

防
庁
長
官
表
彰
と
し
て
永
年
勤
続
功

労
章
の
伝
達
、
秋
田
県
知
事
表
彰
と

し
て
上
小
阿
仁
村
に
対
し
て
無
火
災

表
彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
日
本
消
防

協
会
定
例
表
彰
と
し
て
、
竿
頭
綬
、

功
績
章
、
精
績
章
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
田
潤
秋
田
県
消
防
協  

会
長
の
挨
拶
、
来
賓
を
代
表
し
て
佐  

藤
健
一
郎
秋
田
県
議
会
副
議
長
が
祝  

辞
を
述
べ
、
最
後
に
受
章
者
を
代
表  

し
て
樋
渡
徹
・
横
手
市
横
手
消
防
団  

副
団
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式 

辞
（
要
約
）

秋
田
県
副
知
事　

　

堀　

井　

啓　

一

公
益
財
団
法
人

秋
田
県
消
防
協
会
長

　

中　

田　
　
　

潤

挨 

拶
（
要
約
）

　

栄
え
あ
る
受
章
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
あ
の
大
震
災
に
お
け
る
消
防
職
・

団
員
の
懸
命
な
活
動
は
、
国
の
内
外
か
ら

高
い
評
価
を
頂
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
多
く
の
殉
職
者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
決
し
て
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
大
震
災
の
体
験
を
教
訓

と
し
て
、
消
防
体
制
の
整
備
を
更
に
進
め

て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
県
内
の
災
害
の
発
生
状
況
を
み

ま
す
と
、
昨
年
は
火
災
に
よ
り
三
五
名
の

方
が
尊
い
命
を
失
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、
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大
雨
・
突
風
・
豪
雪
な
ど
自
然
災
害
の
脅

威
も
依
然
と
し
て
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
の
消
防
防
災
に

対
す
る
関
心
・
期
待
は
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
消
防
本
部
、
消
防
団
の
任
務
・
役
割

は
益
々
大
き
く
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
人
は
、
県
民
の
安
心
・
安

全
確
保
と
い
う
強
い
願
い
に
応
え
て
い
く

た
め
、
一
層
高
い
士
気
の
下
に
訓
練
を
重

ね
、
地
域
と
の
連
携
を
更
に
深
め
、
よ
り

強
靱
な
体
制
を
構
築
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

本
日
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
消
防
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活
躍
、
ご

支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

秋田県知事表彰

消防庁長官表彰伝達

受章者代表謝辞 日本消防協会竿頭綬伝達

消 防 庁 長 官 表消 防 庁 長 官 表 彰消 防 庁 長 官 表消 防 庁 長 官 表 彰消 防 庁 長 官 表 彰
□功　労　章（２名）
 鹿角市消防団 団　　　長 黒　澤　文　男
 湯沢市消防団 団　　　長 近　野　宗　一

□永年勤続功労章（76名）
　大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 荒　川　康　紀 由利本荘市消防本部 消　防　監 佐々木　助　行
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 菅　　　政　美 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 菅　原　一　男
 秋田市消防本部 消防司令長 石　川　昌　彦 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 大　山　敏　美
 横手市消防本部 消防司令長 小　野　一　男 湖東地区行政一部事務組合消防本部 消防司令長 菊　地　　　徹
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小　林　俊　美 由利本荘市消防本部 消防司令長 齋　藤　啓次郎
 秋田市消防本部 消防司令長 櫻　田　寿　明 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 沼　倉　博　巳
 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 平　野　宅　悦 由利本荘市消防本部 消防司令長 正　木　修　一
 横手市消防本部 消防司令長 山　口　寿　悦 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 渡　部　政　司
 湖東地区行政一部事務組合消防本部 消防司令長 伊　藤　　　一 五城目町消防本部 消 防 司 令 佐々木　重　義
 にかほ市消防本部 消 防 司 令 須　田　嘉　治 大館市消防本部 消 防 司 令 中　嶋　嘉　英
 鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 間　藤　喜　吉 鹿角市消防団 副　団　長 内　田　清　隆
 湯沢市消防団 副　団　長 佐　藤　孝　吉 由利本荘市消防団 副　団　長 長谷山　　　肇
 横手市横手消防団 副　団　長 樋　渡　　　徹 横手市山内消防団 副　団　長 藤　原　　　博
 潟上市消防団 副　団　長 門　間　　　勉 秋田市消防団 副　団　長 横　田　定　和
 鹿角市消防団 分　団　長 青　山　秀　樹 大館市消防団 分　団　長 虻　川　　　弘
 横手市大森消防団 分　団　長 阿　部　幸　悦 仙北市消防団 分　団　長 阿　部　正　明
 能代市消防団 分　団　長 伊　藤　謙　一 美郷町消防団 分　団　長 大　坂　久　男
 秋田市消防団 分　団　長 大　髙　敏　夫 三種町消防団 分　団　長 加賀谷　喜　一
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 横手市大雄消防団 分　団　長 加　藤　昭　一 大仙市消防団 分　団　長 加　藤　　　元
 大館市消防団 分　団　長 北　林　久　榮 男鹿市消防団 分　団　長 木　元　一　夫
 能代市消防団 分　団　長 木　元　孝　美 大仙市消防団 分　団　長 後　藤　健　敏
 由利本荘市消防団 分　団　長 小　松　　　榮 大仙市消防団 分　団　長 今　野　徳　雄
 能代市消防団 分　団　長 斉　藤　正　美 仙北市消防団 分　団　長 齋　藤　良　弘
 井川町消防団 分　団　長 櫻　庭　新　一 大館市消防団 分　団　長 佐々木　　　正
 由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　義　雄 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　勲　夫
 横手市雄物川消防団 分　団　長 佐　藤　正　英 湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　忠　藏
 秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　信　和 羽後町消防団 分　団　長 佐　藤　久　夫
 湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　久　夫 男鹿市消防団 分　団　長 鈴　木　耕　悦
 仙北市消防団 分　団　長 鈴　木　　　博 鹿角市消防団 分　団　長 髙　田　正　一
 大仙市消防団 分　団　長 高　橋　和　美 横手市増田消防団 分　団　長 高　橋　勇　三
 羽後町消防団 分　団　長 武　田　継　夫 大館市消防団 分　団　長 武　田　博　康
 五城目町消防団 分　団　長 舘　岡　三　男 大館市消防団 分　団　長 田　中　信　人
 美郷町消防団 分　団　長 照　井　勇　一 北秋田市消防団 分　団　長 長　岐　兼　雄
 八郎潟町消防団 分　団　長 畠　山　政　義 湯沢市消防団 分　団　長 半　田　好　男
 横手市平鹿消防団 分　団　長 福　岡　　　馨 北秋田市消防団 分　団　長 藤　島　勝　政
 男鹿市消防団 分　団　長 藤　田　清　秀 大仙市消防団 分　団　長 藤　谷　　　勉
 大仙市消防団 分　団　長 古　屋　　　昇 北秋田市消防団 分　団　長 森　川　竹　廣
 秋田市消防団 分　団　長 山　縣　頼　和 潟上市消防団 分　団　長 山　﨑　雄　二

□竿　頭　綬（１消防機関）
 由利本荘市消防本部・由利本荘市消防団

□無火災表彰（１村） 上小阿仁村 

□特別功労章（１名）
　秋田県消防協会 会　　　長 中　田　　　潤　能代市消防団 団　　　長

□表　彰　旗（１団） 秋田市消防団

□竿　頭　綬（３団） 大潟村消防団　　横手市増田消防団　　東成瀬村消防団

□功　績　章（19名）
 鹿角市消防団 副　団　長 青　澤　尚　人 大館市消防団 分　団　長 富　樫　たえ子
 北秋田市消防団 団　　　長 金　田　咲　美 北秋田市消防団 副　団　長 太　田　兵　一
 八峰町消防団 団　　　長 本　多　　　健 三種町消防団 分　団　長 三　浦　泰　昭
 八郎潟町消防団 団　　　長 齊　藤　和　雄 大潟村消防団 団　　　長 池　田　　　彰
 秋田市消防本部 消防司令長 佐藤　重左エ門 由利本荘市消防団 分　団　長 齋　藤　安　雄
 にかほ市消防団 副　団　長 佐々木　伸　一 大仙市消防団 副　団　長 児　玉　誠　良
 大仙市消防団 副　団　長 伊　藤　誠　一 美郷町消防団 分　団　長 佐々木　徹　男
 横手市十文字消防団 副　団　長 細　川　祐　一 横手市雄物川消防団 副　団　長 塩　田　　　勉
 横手市大雄消防団 副　団　長 小　松　髙　義 東成瀬村消防団 副　団　長 鈴　木　　　修
 湯沢市消防団 分　団　長 奥　山　純　一

日本消防協会長表日本消防協会長表彰日本消防協会長表日本消防協会長表彰日本消防協会長表彰

秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰秋 田 県 知 事 表 彰
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□精　績　章（47名）
 鹿角市消防団 分　団　長 青　山　秀　樹 鹿角市消防団 分　団　長 髙　田　正　一
 小坂町消防団 分　団　長 熊　谷　　　聴 大館市消防団 副　団　長 北　村　鉄　正
 大館市消防団 副 分 団 長 横　堀　妙　子 北秋田市消防団 副　団　長 杉　渕　一　弘
 上小阿仁村消防団 分　団　長 山　形　武　夫 大館市消防本部 消防司令長 大　澤　健　一
 北秋田市消防本部 消 防 司 令 中　嶋　　　誠 能代市消防団 分　団　長 伊　藤　謙　一
 能代市消防団 分　団　長 木　元　孝　美 三種町消防団 分　団　長 石　井　秀　基
 三種町消防団 分　団　長 加賀谷　喜　一 男鹿市消防団 副　団　長 鈴　木　敏　信
 潟上市消防団 分　団　長 川　上　　　誠 五城目町消防団 副　団　長 千葉　與右エ門
 井川町消防団 副　団　長 児　玉　武　夫 秋田市消防本部 消 防 司 令 石　黒　　　元
 秋田市消防本部 消 防 司 令 藤　田　直　巳 秋田市消防団 分　団　長 保　坂　欣　昇
 秋田市消防団 分　団　長 米　塚　清　紀 秋田市消防団 分　団　長 小野　甚左衛門
 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　治　円 由利本荘市消防団 分　団　長 藤　原　正　利
 由利本荘市消防団 副 分 団 長 湯　田　欽　一 由利本荘市消防団 分　団　長 大　友　仁　志
 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　利　市 にかほ市消防団 分　団　長 佐　藤　正　隆
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小　林　俊　美 仙北市消防団 副　団　長 林　崎　　　久
 大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　文　一 大仙市消防団 副　団　長 髙　橋　善　衛
 大仙市消防団 副　団　長 佐　藤　裕　藏 仙北市消防団 副　団　長 荒木田　俊　一
 横手市消防本部 消防司令長 石　川　丈　二 横手市消防本部 消 防 司 令 長谷山　忠　志
 横手市増田消防団 副 分 団 長 石　川　　　実 横手市大森消防団 分　団　長 柴田　喜左衛門
 横手市大雄消防団 分　団　長 加　藤　昭　一 横手市増田消防団 分　団　長 佐　藤　富　男
 横手市山内消防団 団　　　員 小野寺　千代美 羽後町消防団 分　団　長 黒　澤　利　夫
 湯沢市消防団 分　団　長 小野寺　良　信 湯沢市消防団 副 分 団 長 菅　　　　　茂
 湯沢市消防団 副 分 団 長 伊　藤　　　一 湯沢市消防団 副 分 団 長 寺　田　邦　彦
 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 岩　本　輝　秀

　消防団・消防団員とは
　消防団は､消防本部や消防署と同様に市町村の消防機関の
一つです。
　消防団員は、本業を持ちながらも「自らの地域は自らで守
る」という郷土愛護の精神に基づいて、地域の安全・安心を
確保するために活動する非常勤特別職の地方公務員です。                   

　消防団員の減少で、地域防災力の低下が懸念
　本県の消防団員数は、昭和31年には3万6千人が在籍して
いましたが、年々減少し続け、平成26年10月1日現在には
半分を割り込み、1万7,607人となりました。
　地域の消防防災力の低下が懸念されています。 

　多くの方の消防団入団を期待
　消防団は、地域防災の中核的な存在で、地域の安全・安心
を確保するために大変重要な組織です。
　一人でも多くの方に、消防団活動に参加いただけることを
期待しています。

消防団員
募  集

地域の安心と安全を守るために、
あなたにもできることがあります。
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秋
田
県
消
防
協
会
第
三
回
理
事
会
が
三

月
一
七
日(

火)

、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル

み
ず
ほ
」
で
開
催
さ
れ
、
平
成
二
七
年
度

事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
ほ
か
、
九
月
に
開
催
さ
れ
る
秋
田
県
消

防
操
法
大
会
な
ど
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会

平
成
二
七
年
度

 
事
業
計
画
・
収
支
予
算

　
　
　
　
　

 

承
認
さ
れ
る

 事　業　項　目 実　施　時　期

 第１　消防思想普及啓発事業

 　１．火災予防運動の推進 年間

 　２．防火ポスターコンクールの実施 平成27年11月

 　３．殉職者慰霊に関する事業

 　　⑴　秋田県消防殉職職・団員慰霊祭 平成27年8月26日

 　　⑵　全国消防殉職者慰霊祭 平成27年9月10日

 　４．広報紙の発行とホームページの開設

 　　⑴　新聞「消防秋田」の発行 毎月1回(1,100部)

 　　⑵　ホームページでの情報提供 年間

 第２　地域消防防災力向上推進事業

 　１．消防団員の教養研修

 　　⑴　現地教養研修の実施 年間

 　　⑵　秋田県消防大会の開催 平成27年7月4日

 　　⑶　各種研修会等への参加

 　　　・全国女性消防団員活性化佐賀大会 平成27年10月29日

 　　　・女性消防団員教育訓練 平成27年11月7日～8日

 　　　・消防団員指導員研修 平成27年11月28日～29日

 　　　・消防団幹部特別研修 平成28年1月12日～15日

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(男性) 平成28年2月3日～5日

 　　　・消防団幹部候補中央特別研修(女性) 平成28年2月17日～19日 

 　２．消防操法大会の開催

 　　⑴　秋田県消防操法大会 平成27年9月4日

 　　⑵　全国女性消防操法大会 平成27年10月15日 

 　３．消防団活動の活性化

 　　⑴　女性消防団ネットワーク会議の開催 平成27年11月19日

 　　⑵　消防団長研修 平成27年12月10日 

 第３　消防職団員福利厚生事業 年間

 第４　消防互助会事業 年間

 第５　会議の開催

 　　⑴　評議員会 平成27年5月22日

 　　⑵　理事会 年3回開催

 　　⑶　会計監査 平成27年4月24日

 　　⑷　消防互助会審議委員会 平成27年4月24日

 　　⑸　消防実務担当者会議 平成27年6月5日

平成27年度主な事業計画

平成27年度収支予算
 勘定科目・主な事業費 予　算　額

事業活動収入計 29,122,150

　消防互助会掛金 5,664,000

　事業収入  248,400

　補助金等  12,058,000

　負担金  5,075,000

　年会費  5,837,000

　その他収入  239,750

事業活動支出計 34,230,000

　火災予防運動の支部活動費 900,000

　消防思想普及啓発費 3,137,000

　秋田県消防大会費 971,000

　女性消防団員研修費 232,000

　秋田県消防操法大会費 1,086,000

　支部消防操法大会助成費 900,000

　全県消防団長研修会費 257,000

　女性消防団ネットワーク会議費 382,000

　消防互助会見舞金支出 3,000,000

当期一般正味財産増減　 △　 5,107,850

一般正味財産期首残 113,352,000

一般正味財産期末残 108,244,150

　基本財産  3,000,000

（単位：円）
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鹿
角
市
消
防
団

団
員

　

板
橋
知
也

能
代
市
消
防
団

部
長

　

梶
原
芳
一

秋
田
市
消
防
団

班
長

　

加
賀
谷　

速
人

鹿
角
市
消
防
団

班
長

　

上
薗　

美
佐
子

消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

特
別
研
修
に
参
加
し
て

　

日
本
消
防
協
会
が
主
催
す
る
第
四
一
回

消
防
団
幹
部
特
別
研
修
及
び
第
一
四
回
消

防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修
は
、
日
本

消
防
会
館
（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）
に
お

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
参
加
し
た
七
名
の
受
講
者
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

研
修
は
、
一
月
一
三
日
か
ら
一
六
日
ま

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
科
目
と
し
て
、
日
消
会
長
講
話
、

課
題
討
議
、
発
表
、
危
機
管
理
、
火
災
防

御
、
消
防
団
実
務
、
そ
し
て
消
防
庁
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
消
防
行
政
、
防
災
対

策
視
察
（
東
京
消
防
庁
救
急
機
動
部
隊
）

等
で
、
全
国
の
四
六
人
と
と
も
に
意
義
の

あ
る
研
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
長
の
講
話
で
は
、
平
成
二
五
年
一
二

月
一
三
日
に
成
立
し
た
「
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
」
に
つ
い
て
、
日
消
の
意
見
（
消
防

団
を
中
心
と
し
た
我
が
国
消
防
の
あ
り
方

に
関
す
る
意
見
）
を
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、
な
ん
と
異
議
も
な
く
、
全
員
一
致
で

議
員
立
法
に
よ
り
成
立
し
た
そ
れ
ま
で
の

状
況
、
ま
た
こ
の
法
律
に
お
い
て
、
消
防

団
を
将
来
に
わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核

と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
代
替
性
の

な
い
存
在
で
あ
る
と
位
置
づ
け
た
上
で
、

国
や
地
方
自
治
体
に
消
防
団
を
充
実
さ
せ

る
た
め
の
責
任
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、

消
防
団
の
強
化
を
図
る
こ
と
で
あ
る
と
熱

く
話
さ
れ
た
こ
と
に
、
深
く
感
銘
い
た
し

ま
し
た
。

　

四
つ
の
課
題
討
議
が
あ
り
、
私
は
「
消

防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実

強
化
の
具
体
策
」
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し

た
。
各
地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
取
り
組

み
や
問
題
点
等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
ま
し
た
し
参
考
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
消
防
庁
の
専
門
官
の
助
言
の

も
と
、
全
体
討
議
、
各
班
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
問
題
点
は
各
班
と
も
同
じ
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
消
防
団
の
充
実

強
化
の
た
め
に
団
員
増
加
を
推
進
し
、
対

策
と
し
て
「
魅
力
あ
る
か
っ
こ
い
い
消
防

団
づ
く
り
」
を
図
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
特
別
研
修
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
全
国
の
消
防
団
幹
部
の
皆
様

と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
糧

に
今
後
の
消
防
活
動
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機

会
を
与
え
て
く
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
て
、
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

横
手
市
増
田
消
防
団

副
団
長

　

平
良
木　

保

　

二
月
四
日
か
ら
六
日
に
行
わ
れ
た
研
修

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
消
防
、
防
災
に
造
詣
が

深
い
講
師
か
ら
現
代
の
消
防
団
と
地
域
の

関
わ
り
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
消
防
団

に
つ
い
て
等
、
重
要
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
回
は
全
国
か
ら
一
三
〇
名
を
超
え

る
方
々
が
参
加
し
て
お
り
、
各
地
域
の
課

題
や
取
り
組
み
等
、
多
く
の
情
報
を
吸
収

で
き
ま
し
た
。
一
番
の
収
穫
は
参
加
者
で

交
流
を
深
め
、
全
国
の
団
員
同
士
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切

に
、
今
回
の
研
修
で
得
た
も
の
を
、
こ
れ

か
ら
の
消
防
団
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

全
国
各
地
の
消
防
団
員
の
様
々
な
活
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
師
の
先
生
方
の
東
日
本
大
震

災
を
始
め
と
す
る
様
々
な
災
害
の
話
を
聞

き
、
消
防
団
の
役
割
の
重
要
さ
、
消
防
団

消
防
団
幹
部
特
別
研
修

の
必
要
性
を
痛
烈
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ

に
応
え
る
た
め
に
、
私
た
ち
消
防
団
員
は

日
々
研
鑽
を
積
み
、
一
層
努
力
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
研

修
で
得
た
知
識
と
経
験
を
今
後
の
消
防
団

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

研
修
の
冒
頭
で
、
日
本
消
防
協
会
秋
本

会
長
か
ら
の
講
話
が
あ
り
、
今
後
の
消
防

団
へ
の
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
各
消
防
団
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
団
員
の

確
保
が
急
務
で
あ
る
こ
と
を
共
感
し
ま
し

た
。
ま
た
、
他
都
市
消
防
団
と
の
交
流
を

通
じ
、
色
々
な
角
度
か
ら
課
題
の
解
決
策

を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
、
自
身
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
な
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
研
修
で
得
た
貴
重
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
今
後
も
意
見
交
換
し
な

が
ら
消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  　　

二
月
一
八
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
行
わ
れ
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仙
北
市
消
防
団

団
員

　

大
石
友
子

に
か
ほ
市
消
防
団

班
長

　

須
田
典
子

た
研
修
で
は
各
班
ご
と
に
提
示
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
討
議
が
展
開
さ
れ
、
各
地
域

で
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

女
性
団
員
と
男
性
団
員
と
の
壁
の
な
い

活
動
、
ま
た
多
岐
選
択
肢
を
活
用
し
て
の

出
来
る
活
動
か
ら
参
加
し
、
そ
こ
か
ら
活

動
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
と
い
う
方
法

（
団
員
減
少
の
歯
止
め
策
と
し
て
）
、
し

か
し
全
て
の
活
動
に
お
い
て
、
知
識
、
技

術
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
「
知
っ
て
い

る
」
こ
と
と
「
出
来
る
」
こ
と
の
違
い
も

肝
に
銘
じ
、
女
性
団
員
も
消
防
団
の
一
員

と
し
て
の
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
秋
本
会
長
の
言
葉
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
団
員
の
消
防
力
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
お
力
を
お

貸
し
い
た
だ
き
、
災
害
時
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
」
改
め
て
、
気
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
し
た
。

　
「
消
防
団
は
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し

て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
代
替
性
の
な
い

存
在
」
こ
れ
は
、
今
回
の
研
修
の
中
で
私

の
心
に
一
番
響
い
た
法
律
の
一
文
で
す
。

消
防
団
員
と
し
て
大
き
な
「
勇
気
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
え
る
全
国
の
素

敵
な
仲
間
と
出
会
え
た
こ
と
も
大
き
な
収

穫
で
す
。
素
晴
ら
し
い
研
修
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か

ら
も
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
っ
と
貢

献
で
き
る
団
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

研
修
に
参
加
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
の
グ
ル
ー
プ

に
、
東
日
本
大
震
災
に
遭
わ
れ
た
宮
城
県

の
団
員
が
お
り
、
家
族
を
失
い
、
津
波
の

恐
ろ
し
さ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
講
話

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
災
害
の
多

い
時
代
に
な
る
と
の
話
も
あ
り
、
女
性
消

防
団
員
も
防
災
対
策
に
知
恵
を
し
ぼ
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
言
葉
に
、

胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
大
変
素
晴
ら
し

い
研
修
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
月
一
一
日（
日
）湯
沢
市
皆
瀬
地
区
に

お
い
て
「
秋
田
県
冬
期
防
災
訓
練
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
秋
田
県
が
特
別
豪
雪
地

帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
と
共
催

し
、
今
年
度
か
ら
全
県
持
ち
回
り
で
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、
湯
沢
市

で
の
開
催
が
第
一
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

訓
練
で
は
、
一
二
の
防
災
関
係
機
関
・

団
体
と
地
域
住
民
が
協
力
し
、
雪
崩
で
集

落
が
孤
立
し
た
場
合
の
救
出
・
救
護
活
動

を
行
い
、
住
民
の
自
主
避
難
、
連
携
体
制

の
在
り
方
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
安
否
確
認
や
避
難
所
運
営
を
通
じ

て
、
備
え
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
と
の

声
が
聴
か
れ
、
自
助
・
共
助
の
実
践
訓
練

に
よ
る
防
災
意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
の
結
果
を
検
証
し
、
得
ら

れ
た
課
題
や
教
訓
等
に
つ
い
て
今
後
の
防

災
対
策
に
生
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、
積

雪
時
に
お
け
る
地
震
等
災
害
対
策
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
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1
1
4
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5
1
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199
46
29
77
351
35
61

69
0
10
3
82
17
29

21
0
5
0
26
7
7

57
1
11
7
76
15
32

19
1
2
5
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5
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